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１ 導入状況
２ コミュニティ・スクールとは
３ 導入事例
４ コミュニティ・スクールからスクール・コミュニティへ

県教育委員会 義務教育課

校数（小・中学校）

県内コミュニティ・スクール導入状況
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40校

H28
56校

H29
66校

H30
66校

R1
108校

R2（予定）
171校

県内コミュニティ・スクール校数の推移

２年間で
約2.6倍



コミュニティ・スクールとは

＝ 学校運営協議会を設置した学校＝ 学校運営協議会を設置した学校

学校運営の基本方針

学校運営
教育活動

学校運営協議会

・保護者代表 ・地域住民
・地域学校協働活動推進員 等

学校運営や必要な支援
に関する協議

説明

意見

承認

地域とともにある学校づくり

校長

コミュニティ・スクールとは

社会的背景社会的背景

・少子化、核家族化、

都市化、情報化

・地域の人間関係の希薄化

・児童・生徒指導に関わる
課題の複雑化
・保護者のニーズの多様化
・社会に開かれた教育課程

地域における
教育力の低下

学校を取り巻く
問題の複雑化

地域学校

社会総がかりの教育

学校教育学校教育



コミュニティ・スクール導入事例～御前崎市～

どうつながっていけばいいのか検討

生活習慣の乱れ 学力の格差

問題行動や不登校

解決のために

学校 家庭 地域 行政

コミュニティ・スクール導入事例～御前崎市～

朝食摂取率 H29 H30
小学５年生 83.9％ 99.1％
中学２年生 81.3％ 95.7％

【H30 成果】
・生活習慣改善
・学力の向上

【H30 成果】
・生活習慣改善
・学力の向上

ネット依存、ゲーム障害から子供を守る取組ネット依存、ゲーム障害から子供を守る取組

生活習慣向上への取組生活習慣向上への取組

【取組例】
▼ PTA活動・声掛け運動 ▼朝食講座
▼コミュニティ・カレンダーへの献立レシピ掲載

平成30年度の取組

令和元年度の取組



これからのコミュニティ・スクール

防災先進県 しずおか

H29 県民意識調査
南海トラフ地震への

関心度
避難所運営は避難者が
行うことを知っている

……でも、

90％ 42％
牧之原市

田沼意次
生誕300年イベント ツアーの様子

これからのコミュニティ・スクール

社会教育
施設団体

ＮＰＯ

ＰＴＡ 文化
団体

スポーツ
団体

学生

企業
スクール・コミュニティへ

（学校を核としたまちづくり）

コミュニティ・スクールから


